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方

言

語

葉

資

料

と

し

て

の

諸

国

産

物

帳

-||
〈

甘

藷
〉

と

〈

南

瓜
〉

を

中

心

に

llt

キ
ー

ワ
ー
ド一

産
物
帳
・
甘
藷
・
南
瓜
・
総
称
と
個
別
称
・
方
言
語
集

要

ヒ2
日

江
戸
中
期
の
享
保
元
文
年
間
(一
七
三
0
年
代)
に
編
纂
さ
れ
た
諸
国

産
物
帳
は 、
動
植
物
の
名
称
を
全
国
規
模
で
調
査
し
た
記
録
で
あ
る 。
そ

れ
か
ら〈
甘
藷〉
〈
南
瓜〉
に
関
わ
る
記
事
を
抜
き
出
す
と、
当
時
の
分
布

状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る 。

「
日
本
言
語
地
図』
に
お
け
る
分
布
と
比
較
す
る
と、
多
く

の
点
で 、

一
致
す
る
事
実
が
見
出
さ
れ
る
だ
け
で
な
く 、
新
た
に 、
〈
仲間
誇〉
サ
ツ
マ

イ
モ
が
関
東
に
先
ん
じ
て
西
日
本
各
地
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と、
〈
南

瓜〉
ポ
l

プ
ラ
が
既
に
東
北
地
方
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
が
判
明
す
る 。

さ
ら
に 、
ア
カ
イ
モ
や
ト
l

イ
モ
な
ど 、
〈
甘
藷〉
を
表
す
名
称
が
定
着
す

る
過
程
で
は 、
〈
里
芋〉
類
と
の
間
で
語
形
の
衝
突
が
あっ
た
こ
と、
東
日

本
の
〈
南
瓜〉
を
表
す
ポ
l

プ
ラ
と
カ
ボ
チ
ャ

の
問
で 、
品
種
に
よ
る
使

い
分
け
の
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る 。

近
世
中
期
頃
の
動
植
物
方
言
を
知
る
う
え
で 、
産
物
帳
の
資
料
的
価
値

は
大
き
い
と
思
わ
れ
る 。

田

書量

博

lま

め

じ

言
語
地
理
学
に
お
い
て 、
言
語
地
図
の
解
釈
結
果
と
対
照
す
べ
き
も
の
と
し

て 、
絶
対
年
代
が
明
か
な
文
献
資
料
に
よ
る
語
史
記
述
が
重
要
な
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い 。
と
こ
ろ
が、
文
献
資
料
の
多
く
は 、
文
化
上
の
中
心
地
で
あ
る

江
戸、
京
都 、
大
阪
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る 。

も
ち
ろ
ん、
成
立
は
中
央
で
あ
っ
て
も、
日
本
各
地
の
方
言
語
実(
僅
言)
を

記
載
し
た
文
献
が
知
ら
れ
て
い
る 。
例
え
ば、
近
世
後
期
の
越
谷五日
山
『
物
類

称
呼』
(一
七
七
五
刊)
や
小
野
蘭
山
「
本
草
網
目
啓
蒙」
(一
八
O
三
1一
八

O
六
刊)
は 、
今
日
で
も
重
要
な
地
位
を
占
め
る 。
た
だ 、
そ
れ
ら
が
記
事
を

収
集
し
た
手
段 、
方
法
に
不
明
の
点
が
多
く 、
全
面
的
に
信
頼
す
る
に
は
不
安

が
残
っ
て
い
る 。

こ
れ
に
対
し
て 、
地
方
で
成
立
し
た
文
献
も
あ
る 。
各
地
の
方
言
集
の
ほ
か、

迫
野
度
徳
氏
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
古
文
書
や
古
記
録 、
迫
野
氏
や
小
林
隆
氏
が

利
用
さ
れ
た
近
世
農
書
な
ど 、
地
方
に
住
む
人
々
が
著
し
た
も
の
の
中
に 、
中

央
の
文
献
で
は
知
り
え
な
い
言
語
事
実
が
現
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る 。
各
地
で 、

方
言
を
記
載
し
た
種
々
の
文
献
が
報
告
さ
れ 、
現
在
も
発
振
が
続
い
て
い
る 。

本
稿
に
用
い
る
諸
国
産
物
帳
は 、
発
案
こ
そ
江
戸
幕
府
の
権
威
を
背
景
と
す
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る
が、
地
方
の
人
々
の
手
に
よ
り 、
統一
さ
れ
た
内
容
形
式
で 、
ほ
ぽ
同
時
に

成
立
し
た 、
動
植
物
名
の
全
国
調
査
の
報
告
と
い
う
点
で 、
そ
れ
ら
と
は
違
っ

た
特
長
を
有
す
る
も
の
で
あ
る 。

二
、

諸

国

産

物

帳

加
賀
前
回
藩
の
援
助
で
編
纂
さ
れ
た
類
書
『
庶
物
類
纂』
は 、
編
者
稲
生
若

水(
宣
義 、
一
六
五
五
1一
七一
五)
の
死
に
よ
り
未
完
に
終
わ
っ
た
が、
そ
れ
を

惜
し
ん
だ
八
代
将
軍
吉
宗
に
よ
り
続
修
が
は
か
ら
れ 、
若
水
門
の
丹
羽
正
伯(
貞

注
-

機 、
二ハ
九
了、，一
七
五
六)
が
責
任
者
に
選
ば
れ
た 。
そ
し
て 、
享
保
十
九
年

(一
七
三
四)
三
月 、
『
庶
物
類
纂』
に
関
わ
る
老
中
の
公
達
が
出
さ
れ
た 。
正
伯

注
2

が「
国
々
の
産
物 、
其
名、
其
形
状
を
と
ふ
こ
と
も
あ
る
べ
け
れ
ば」 、
調
査
に

協
力
せ
よ
と
の
趣
旨
で
あ
る 。

翌
二
十
年
閏
三
月
か
ら
数
回
に
分
け
て 、
諸
藩
の
江
戸
留
守
居
を
自
邸
に
招

い
た
正
伯
は 、
食
用
か
否
か
を
問
わ
ず 、
「
産
物」
(
農
作
物
を
含
む
天
産
の
動
植

物)
す
べ
て
の
調
査
と、
所
定
の
形
式
に
よ
る
報
告
を
求
め
た 。
そ
こ
で
回
覧
さ

注
3

れ
た
報
告
書
の
内
容
構
成
は 、
次
の
通
り
と
記
録
さ
れ
て
い
る 。

穀
類 、
菜
類 、
菌
類 、
瓜
類 、
菓
類 、
木
類 、
草
類 、
竹
類 、
魚
類 、
貝
類 、

鳥
類 、
獣
類 、
虫
類 、
蛇
類 、
辺
土
之
百
姓
給
物
類 、
金
土
石
類 、
献
上
物

全
国
の
大
名
領、
寺
社
領、
幕
府
直
轄
領
は 、
直
ち
に
調
査
を
始
め 、
早
く

も
同
年
の
う
ち
に
報
告
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る 。
こ
の
事
業
は 、
三
年

注
4

後
の
元
文
三
年
(一
七
三
八)
頃
に
は
完
了
し
た 。

報
告
書
に
は 、
産
物
名
を
右
の
分
類
に
従
っ
て
列
記
し
た「
本
帳」
(「
何
園
何

領
産
物
帳」)
と、
そ
の
中
か
ら
正
伯
が
要
求
し
た
産
物
の
写
生
図
を
描
き 、
形

状
生
態
を
記
し
た
「
絵
図
註
書
帳」
が
あ
り 、
一
括
し
て
「
産
物
帳」
と
呼
ば

れ
る
(
本
稿
で
は 、
産
物
帳
の
基
礎
資
料
と
なっ
た
郡
や
村
の
報
告
書
も
加
え
て
い

注
5る) 。

一
圏
全
体
が
範
囲
の
場
合 、
穀
類
の
品
種
名
を
含
め
て 、
一
千
種
を
越
え

る
名
称
が
載
っ
て
い
る 。
例
外
が
認
め
ら
れ
た
形
跡
は
な
い
か
ら 、
こ
れ
が
全

国
で
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る 。

産
物
帳
が
注
目
さ
れ
る
の
は 、
正
伯
の
指
示
に
あ
る
次
の
二
箇
条
に
期
待
す

る
た
め
で
あ
る 。

注
6

御
国
中
在
々
浦
々
嶋
々
至
迄 、
其
所ニ
有
之
品 、
不
残
書
出
可
申
候

右
之
品
々 、
常ニ
俗
語ニ
唱
来
候
分ハ 、
其
通ニ
書
出
可
申
候

指
示
通
り
に
作
成
さ
れ
た
と
す
れ
ば、
産
物
帳
は一
一地
域
の
動
植
物
名
の
全

リ
ス
ト
と
な
り 、
あ
る
産
物
の
記
事
が
そ
こ
に
欠
け
る
場
合 、
そ
の
事
実
を
積

極
的
に
評
価
で
き
る
こ
と
に
な
る 。
調
査
漏
れ
は
避
け
難
い
か
ら 、
実
際
に
は

慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が、
記
事
の
有
無
が
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
他
文
献

と
較
べ
れ
ば、
大
き
な
特
長
で
あ
る 。
ま
た 、
「
括
織」
を
参
照
し
つ
つ「
鍋
牛」

を
調
べ
る
な
ど 、
複
数
の
対
象
を
相
E
に
関
連
づ
け
て
見
る
こ
と
も
で
き
る 。

特
に
重
要
な
の
は 、
漢
名
や
伝
統
的
和
名
で
は
な
く 、
こ
と
さ
ら
「
俗
語」

を
求
め
た
こ
と
で
あ
る 。
し
か
も、
報
告
書
の
書
式
例
に
は 、
左
の
指
示
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
る 。

尤一
色
を
幾
色ニ
モ
唱
へ
候ハ
何
ノ\
と
申
儀
幾
色ニ
テ
モ
有
之
次
第
書

載
可
申
候

一
産
物
に
複
数
の
名
称
が
あ
れ
ば、
そ
れ
を
す
べ
て
報
告
せ
よ
と
い
う
の
で

あ
る 。

こ
の
指
示
の
背
景
に
は 、
本
草
学
が
直
面
し
て
い
た
「
物」
と
「
名」
の
間

の
二
重
の
問
題
が
あ
る 。
漢
名(
名)
に
本
邦
産
の
ど
れ
(
物)
を
あ
て 、
そ
れ

(
物)
を
和
語
で
ど
う(
名)
呼
ぶ
か。
と
り
わ
け
後
者
の
問
題
は 、
同
名
異
物 、

異
名
同
物
に
よ
る
薬
用
上
の
誤
り
を
防
ぐ
た
め
に 、
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ

る 。
本
草
学
者
が、
標
本
採
集
と
と
も
に
地
方
名
を
積
極
的
に
記
録
し
た
の
は 、
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切
実
な
理
由
が
あ
っ
た 。
正
伯
は 、
『
庶
物
類
纂」
続
修
を
好
機
と
し
て 、
個
人

で
及
ば
な
い
地
方
名
の
全
国
調
査
を
実
行
し
た
わ
け
で 、
そ
の
成
果
は
現
存
の

『
庶
物
類
纂』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る 。
産
物
調
査
で
は
な
く 、
産
物
名
調
査
と

い
う
の
が
実
態
に
近
い 。
産
物
帳
が
こ
う
し
た
地
方
名
の
集
成
で
あ
る
点
に 、

動
植
物
方
言
資
料
と
し
て
の
可
能
性
が
あ
る 。

た
だ 、
原
則
と
し
て
地
方
名
の
羅
列
で
あ
る
か
ら 、
特
定
の
記
事
が
実
際
に

ど
の
動
植
物
に
該
当
す
る
か
は 、
現
代
方
言
を
参
考
に
し
な
が
ら 、
前
後
の
記

事
を
創
酌
し
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
福
岡
領
と
岡
山
領
の
産
物
帳
の

注
7

復
刻
本
に 、
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
考
証
注
記
が
備
わ
る
が、
当
然
の
配
慮

と
い
え
る 。
任
意
の
利
用
に
は
困
難
が
伴
う
の
で
あ
る 。
産
物
帳
に
よ
っ
て
は 、

漢
名
や
標
準
的
和
名
を
用
い
た
り 、
分
類
方
法
が
相
違
す
る
な
ど 、
不
統一
な

面
も
あ
る 。
正
伯
の
指
示
が
厳
密
で
な
か
っ
た
の
が
原
因
だ
が、
各
藩
の
担
当

者
の
学
識
に
も
問
題
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る 。

正
伯
に
提
出
さ
れ
た
清
書
本
は 、
今
日
で
は
行
方
が
分
か
っ
て
い
な
い 。
使

注
8

用
で
き
る
の
は 、
各
地
に
残
る
国
元
の
控
え
か、
そ
の
転
写
本
で
あ
る 。
従っ

て 、
最
も
問
題
に
な
る
の
は
表
記
で
あ
る 。
正
伯
は
仮
名
に
よ
る
記
載
を
指
示

し
た
が、
こ
れ
ら
の
写
本
で
は
漢
字
を
宛
て
た
り 、
濁
点
を
省
く
な
ど 、
正
確

な
語
形
が
決
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る 。
か
つ
て
隠
岐
国
産
物
帳
の
写
本
数
種

3
9

 

を
対
校
し
た
経
験
で
い
う
と、
文
脈
に
依
存
し
な
い
地
方
名
の
列
記
を
内
容
と

す
る
た
め
に 、
転
写
本
で
は
誤
読
や
誤
写
は
避
け
難
い
よ
う
で
あ
る 。

本
稿
で
使
用
し
た
産
物
帳
は 、
原
則
と
し
て
盛
永
俊
太
郎・
安
田
健
共
編『
享

保
元
文
諸
国
産
物
帳
集
成」
全
十
六
巻(
科
学
書
院)
に
よ
る
が、
一
部
他
本
を

用
い 、
筆
者
が
見
出
し
た
資
料
も
加
え
て
い
る 。
未
発
見
の
地
域
も
多
く 、
本

注
目

稿
で
は
四
国
が
空
白
で
あ
る 。
な
お 、
産
物
帳
の
よ
り
詳
し
い
説
明
と
伝
本
の

注
U

残
存
状
況
は 、
右
『
集
成」
の
解
説
や
安
田
健
氏
の
著
書
に
譲
る 。

以
下
で
は 、
資
料
的
価
値
を
は
か
る
例
と
し
て 、
記
事
の
抽
出
が
比
較
的
容

易
と
い
う
理
由
で 、
渡
来
作
物〈
甘
藷〉
〈
南
瓜〉
の
記
事
を一
覧
し 、
そ
こ
に

現
れ
た
近
世
中
期
の
分
布
を「
日
本
言
語
地
図』
に
お
け
る
分
布
と
比
較
し
て 、

注
ロ

一
致
と
相
違
の
両
面
か
ら
述
べ
て
み
た
い 。
特
に
〈
甘
藷〉
で
は 、
作
物
が
普

及
途
上
で 、
産
物
帳
の
記
事
も
少
な
い
か
ら 、
こ
の
方
法
に
よ
っ
た 。
や
や一

般
的
な
問
題
と
し
て 、
総
称
と
個
別
的
名
称
と
の
問
題
を
扱
う
こ
と
に
す
る 。

、

産

物

帳
に

お

け

る

〈

甘

藷
〉

次
の
表
1
が
産
物
帳
の
〈
甘
藷〉
関
係
記
事一
覧
で
あ
る 。
後
述
す
る
よ
う

に 、
厳
密
な
意
味
で
の
〈
甘
藷〉
だ
け
で
な
く 、
関
連
す
る
も
の
を
含
ん
で
い

ヲ匂 。概
ね
北
か
ら
国
別
に
掲
げ 、
内
部
の
基
礎
資
料
も
示
し
た 。
関
係
記
事
を
載

せ
な
い
産
物
帳
は
割
愛
し
た 。
必
要
に
応
じ
て
本
文
中
で
言
及
す
る 。
表
記
は

元
の
ま
ま
と
し 、
振
り
仮
名
は
括
弧
内
に
記
し
た 。
*
印
を
冠
す
る
の
は 、
内

閣
文
庫
本
『
庶
物
類
纂」
所
載
の
方
言
注
記
を 、
産
物
帳
未
発
見
の
国
に
つ
い

注
目

て 、
迫
野
度
徳
氏
の
資
料
に
よ
り
引
い
た
も
の
で
あ
る 。

原
則
と
し
て 、
一
行
が一
産
物
こ
品
種)
で 、
同
行
内
は
異
名
(
別
名)
で

あ
る 。
別
行
記
事
は
産
物
帳
で
並
記
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
ず 、
別
種
と
意
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
表
す 。
品
種
の
下
位
分
類
は 、
別
行
に
頭
を
下
げ
て
示
し

た 。
漢
名
注
記
は
残
し 、
注
記
文
は
本
文
に
引
く
こ
と
に
す
る 。

三
1

一

〈

甘

藷
〉

一

覧
と

『

日

本

言

語

地

図
」

表
ー
に
よ
る
と、
常
陸
水
戸
領
や
上
野
宇
都
宮
領
以
北
に
は
〈
甘
藷〉
の
所

見
が
な
く 、
伊
豆
と
佐
渡
(
注
記「
他
邦ヨ
リ
来」)
を
東
北
限
と
す
る 。
尾
張、

美
濃、
信
濃
に
も
な
い 。
青
木
昆
陽
が
『
甘
藷
記』
を
著
し
て
関
東
周
辺
へ
の
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伊豆国

君沢

田方
賀茂

佐度国

近江国

金沢領

山城国

表1 <甘藷〉関係記事一覧

熊毛
徳山薩摩芋

薩摩芋

薩摩芋

甘薯 リウキウイモ サツ

マイモ共

りうきういもく甘藷〉

本〈甜薯〉サツマイモ リウ

キウイモ

本〈番薯〉サツマイモ

北ハもEv

 

h
つおC
、
「ノ同叶ノ

.仇Uい

・も

李小

い

つ

摩

さ

薩

領田円uz，ー
国

岸

国

泉

伊

inu

戸い

ーホn1

ψ市小

在田
備前国備中国

岡山領

越中国

砺波

加賀国

能美

長門国

先大津
豊浦

周防国

岩国

モィ。ウキウ薯

玄

蕃

甘藷(サツマイモ)

りうきういも〈甘藷〉

あかいもく甘藷ノー〉

筑前国

対馬国

護

須

崎

奈

佐

佐

豊

伊

仁位

三根

琉球芋〈甘藷〉

赤いもく紫藷〉

赤芋 唐芋共 茎ヲボドウ | 肥前国

ト云

甘藷(リウキウイモ)

蕃薯(リウキウイモ)

唐芋

赤芋 唐芋共 茎ヲポドウ

ト云

甘藷(リウキウイモ) 唐イ

モ共

赤芋 タウイモ共 茎ヲボ

トウ卜云

甘藷(リウキウイモ)

豆殴

赤いも 茎ヲほとうとも

赤芋(アカイモ)

唐いも りうきういも又赤

いもともいふ

りうきういも

あかいも〈蕃薯〉

孝行いもく甘藷〉 薩摩いも

とも云

赤芋 ぽうどう共

孝行いも

赤いも ぽうどう共云

孝行芋 さつまいも共云

ほうとう

かうかう芋

赤芋 ぽうとうと云

琉球芋

孝行芋

赤いも

孝行芋

たういも

孝行いも

赤いも ほうどうとも云

あかいも ぼうとう共

孝行芋 唐芋共

*<蕃薯〉カウライイモ ホ

ぽうとう共云

モィ。

ム

ラ

LY

U引

M

L

イ4

JJ，

ν ，

ウ

一

ノ
リペ

芋

ウ

い

モ
ウ

ト

ハい

イ

キ

ウ

薯

芋

藷

ウ

ウ

蕃

唐

甘

タ

リ

領本熊
鹿
村
院

国

山

中

正

後同U

河尻
日向国

諸県

からいも

から芋
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方言語業資料としての諸国産物帳

普
及
に
努
め
た
の
が、
享
保
十
九
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
で
あ
る
か
ら、

本
の
実
状
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。

全
体
か
ら
得
ら
れ
る
語
形
を
表
音
的
に
示
す
と、
ア
カ
イ
モ 、
カ
ラ
イ
モ 、

注
M

コ
l
コ
l
イ
モ 、
サ
ツ
マ
イ
モ 、
ト
l
イ
モ 、
リ
ュ
l
キ
ュ
l
イ
モ
が
あ
り 、

肥
前
国
に
コ
l
ラ
イ
イ
モ 、
ポ
l
ド
l 、
ハ
チ
リ
ハ
ン
が
見
え
る 。
こ
れ
ら
を

『
日
本
言
語
地
図』
(
以
下 、
「
と)
一
七
六
図
「
甘
藷」
と
比
較
す
る
と、
次
の

よ
う
な
分
布
上
の一
致
が
指
摘
で
き
る 。

肥
後
熊
本
領
の
正
院 、
河
尻
と
日
向
諸
県(
島
津
領)
の
カ
ラ
イ
モ(
注
記「
薩

州
帳ニ
有
註
書」) 、
肥
前
の
ハ
チ
リ
ハ
ン、
対
馬
の
コ
l
コ
l
イ
モ 、
筑
前
と
周

防
の
卜
1
イ
モ
は 、
い
ず
れ
も
戸〉』
に
お
け
る
分
布
と一
致
す
る 。
た
だ 、
戸〉]

で
は
熊
本
全
域
が
カ
ラ
イ
モ
だ
が、
肥
後
熊
本
領
の
産
物
帳
は
リ
ュ
l
キ
ュ
ー

イ
モ
を
見
出
し
と
す
る 。
後
に
触
れ
る
よ
う
に 、
山
鹿
と
正
院
の
「
唐
芋 、
タ

ウ
イ
モ」
は
〈
里
芋〉
類
か
も
し
れ
な
い 。

筑
前、
長
門、
周
防
の
リ
ュ
l
キ
ュ
l
イ
モ
も一
致
す
る 。
さ
ら
に
広
く 、

日
本
海
側
の
北
陸
か
ら
佐
渡
に 、
近
畿
で
も
紀
伊、
山
城、
近
江
に
記
事
が
あ

る
の
は
大
き
な
違
い
で
あ
る 。
戸
〉』
で
能
登
半
島
と
滋
賀
東
北
部
に
わ
ず
か
に

分
布
す
る
の
は 、
こ
の
名
残
り
か
と
思
わ
れ
る 。

戸
〉』
で
は
岡
山、
鳥
取
よ
り
東
の
ほ
ぼ
全
域
が、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
分
布
領
域

で
あ
る
が、
そ
れ
と
符
合
す
る
よ
う
に 、
備
前
備
中(
岡
山
領)
か
ら
東
の
和
泉、

紀
伊、
山
城、
佐
渡、
伊
豆
の
産
物
帳
に
見
え
て
い
る 。
し
か
し 、
近
畿
で
は

リ
ュ
l
キ
ュ
l
イ
モ
と
併
用
さ
れ 、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
載
せ
な
い
も
の
さ
え
あ
る 。

周
知
の
よ
う
に 、
寺
島
良
安
の『
和
漢
三
才
図
会」
(一
七
二ニ
序 、
大
坂)
が「
甘

藷
(
リ
ウ
キ
ウ
イ
モ
こ
を
見
出
し
に
立
て 、
『
物
類
称
呼』
が
「
畿
内
に
て
O
り

う
き
う
い
も
と
云」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に 、
産
物
帳
の
時
代
に
は 、
む
し
ろ

こ
ち
ら
が
代
表
的
な
語
形
で
あ
っ
た 。

東
日

近
畿
に
お
け
る〈
甘
藷〉
分
布
の
歴
史
を 、
「
近
畿一
帯
に
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
イ

モ
類
な
ど
が
あ
る
程
度
広
が
っ
て
い
た
時
期
で
あ
り 、
そ
れ
が
東
日
本
か
ら
逆

流
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
類
の
名
称
に
駆
逐
さ
れ
た
も
の」
(「
日
本
言
語
地
図
解
説

4」)
と
い
う
見
方
も
あ
る
が、
必
ず
し
も
従
え
な
い 。

関
東
の
〈
甘
藷〉
栽
培
は 、
前
記
の
よ
う
に 、
よ
う
や
く
享
保
二
十
年
か
ら

で
あ
る 。
例
え
ば、
翌
年
の
元
文
元
年
に
成
っ
た
伊
豆
の
産
物
帳
に 、
「
是
ハ
芋

種
被
下
置
候
以
後、
村
々
に
て
作
仕 、
夫
食
罷
成
候」
(
君
沢
郡)
と
あ
る
の
は 、

幕
府
の
普
及
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
を自証
し
て
い
る 。
と
こ
ろ
が、
表
ー
の
よ
う

に 、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
語
形
は
近
畿
各
地
や
備
前
備
中、
さ
ら
に
対
馬
に
見
え
て

い
る
か
ら、
そ
の
す
べ
て
を
関
東
か
ら
の
流
入
と
説
明
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ

る 。
産
物
帳
以
後
に
関
東
の
影
響
が
及
ん
だ
可
能
性
ま
で
は
否
定
で
き
な
い
が、

あ
ら
か
じ
め
サ
ツ
マ
イ
モ
を
総
称
と
し
て
採
る
動
機
が
内
在
し
た
と
考
え
ら
れ

司令 。
三
'

二

〈

甘

藷
〉

と

〈

里

芋
〉

の

衝

突

表
ー
に
は 、
越
中、
加
賀、
長
門 、
周
防、
筑
前、
対
馬
に 、
ア
カ
イ
モ
と

い
う
語
形
が
見
え
る 。
「
〉』
で
は 、
沖
縄
石
垣
島
に
「
赤
芋」
に
由
来
す
る
ら

し
い
ア
ッ
コ
ン
が
あ
る
だ
け
で 、
ア
カ
イ
モ
類
は
皆
無
で
あ
る 。

『
和
漢
三
才
図
会」
が
〈
甘
藷〉
の
条
に
「
今
云
赤
芋 、
俗
云
琉
球
芋 、
又

云
長
崎
芋」
と
記
し
て
い
る
か
ら、
大
坂
で
そ
の
時
代
に
ア
カ
イ
モ
と
い
う
名

称
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う。
ま
た 、
『
日
本
方
言
大
辞
典』
は 、

沖
縄
を
別
に
し
て 、
大
阪 、
和
歌
山
の一
部
と
山
口
の
大
島 、
徳
島
で 、
〈
甘
藷〉

を
意
味
す
る
ア
カ
イ
モ
の
存
在
を
記
し
て
い
る 。
常
識
的
に
考
え
て 、
〈
甘
藷〉

を
ア
カ
イ
モ
と
呼
ぶ
こ
と
は
自
然
な
命
名
と
恩
わ
れ
る
の
に 、
な
ぜ
戸〉』
に
は

見
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
か。
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実
は 、
表
l
の
ア
カ
イ
モ
す
べ
て
を
〈
甘
藷〉
と
認
め
る
に
は 、
〈
里
芋〉
類

と
の
関
係
で
少
し
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る 。
越
中
砺
波
郡
の
「
あ
か
い
も」
は

「
甘
藷
ノ
こ
と
注
記
さ
れ
て
い
る 。
加
賀
能
美
郡
の「
赤
い
も」
に
は「
紫
藷」

と
あ
る
が、
形
状
説
明
の
中
で
「
根
り
う
き
う
い
も
ニ
似
寄 、
色
紫」
と
す
る 。

こ
れ
ら
は 、
筑
前
と
と
も
に
〈
甘
藷〉
類
と
見
て
よ
い 。

と
こ
ろ
が、
対
馬
の
「
あ
か
い
も」
は
二
箇
所
に
出
て
い
る 。
一
つ
は
〈
甘

藷〉
を
指
す
「
孝
行
い
も」
と
並
記
さ
れ 、
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草』
(一
七
O

八
成)
に
い
う
〈
蕃
薯〉
に
該
当
す
る
と
注
記
が
あ
る
か
ら
〈
甘
藷〉
類
で
あ
ろ

う。
も
う一
つ
は 、
「
芋」
の
下
に
「
く
り
い
も、
た
う
い
も、
ゑ
く
り
い
も、

は
す
い
も」
と
並
び 、
明
か
に
〈
里
芋〉
の一
種
で
あ
る 。
対
馬
各
地
の
基
礎

資
料
で
は 、
ア
カ
イ
モ
に
は
ボ
l
ド
l
の
異
名
が
あ
る
と
す
る 。『
日
本
方
言
大

辞
典」
に
よ
る
と、
長
崎
県
の
壱
岐・
対
馬
で
〈
里
芋〉
(
の一
種)
を
指
す
「
ぽ

l
ど
い
も」
が
あ
る
か
ら 、
そ
れ
ら
は
〈
里
芋〉
の一
種
と
し
て
の
「
あ
か
い

も」
で
あ
る 。
つ
ま
り 、
対
馬
園
内
で
は 、
ア
カ
イ
モ
と
い
う
語
形
が、
〈
甘
藷〉

類
と〈
里
芋〉
類
の
名
称
に
共
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る 。
長
門、
周
防
で 、

茎
を
ボ
ド
!
と
呼
ぶ
「
赤
字」
も
〈
里
芋〉
類
と
思
わ
れ
る
が、
「
庶
物
類
纂』

が
〈
番
薯〉
に
肥
前
の
「
ホ
ウ
ト
ウ」
を
引
い
て
い
る
か
ら 、
し
ば
ら
く
参
考

と
し
て
掲
げ
て
お
く 。

〈
甘
藷〉
が
普
及
す
る
以
前
か
ら 、
既
に
長
い
栽
培
の
歴
史
を
も
っ
〈
里
芋〉

類
の一
種
で 、
恐
ら
く
茎(
ズ
イ
キ)
が
赤
色
の
も
の
を 、
ア
カ
イ
モ
と
呼
ぶ
こ

と
が
行
わ
れ
て
い
た 。
筑
前
の
産
物
帳
が、
〈
甘
藷〉
の
「
唐
い
も、
赤
い
も」

に
「
前
に
し
る
す 、
赤
い
も、
唐
い
も
と
は
別
也」
と
注
記
す
る
の
は 、
「
さ
と

い
も」
に
続
い
て 、

白
い
も

は
つ
い
も
と
も
い
ふ、
又
唐
い
も、
て
ん
ぢ
く
い
も
と
も
い
ふ

赤
い
も

又
黒
か
ら
と
い
ふ
あ
り 、
赤
い
も
の一
種
な
り 、
又
か
ら
く
ろ

と
も
い
ふ

と
記
す
よ
う
に 、
〈
里
芋〉
類
に
同
語
形
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る 。

ア
カ
イ
モ
は 、
他
国
で
も
豊
後
熊
本
領、
肥
前
基
嫁
養
父
郡
(
対
馬
領) 、
対

馬、
紀
伊、
出
羽
庄
内
領
に
見
え
る
が、
前
後
の
記
事
の
関
係
か
ら
〈
里
芋〉

類
と
認
め
ら
れ 、
表
か
ら
除
い
て
い
る 。
「
〉』
一
七
八
図
「
里
芋
2」
に
よ
る

と、
総
称
と
し
て
の
ア
カ
イ
モ
が
長
崎
県
北
部
と
平
戸
に
分
布
し 、
「
日
本
方
言

大
時
典」
は
山
口
県
玖
珂
郡
と
長
崎
県
北
松
浦
郡
を
記
し
て
い
る 。

こ
の
よ
う
に 、
〈
甘
藷〉
自
体
は
新
来
の
作
物
で
あ
っ
て
も、
〈
里
芋〉
類
と

注
目

衝
突
す
る
語
形
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る 。
産
物
帳
が
載
せ
る
〈
甘
藷〉
ア
カ

イ
モ
は 、
一
方
で
〈
里
芋〉
類
と
衝
突
し
な
が
ら 、
他
方
で
〈
甘
藷〉
を
表
す

別
語
形
と
勢
力
を
争
う
な
か
で 、
総
称
の
地
位
を
得
な
い
ま
ま、
結
局
は
消
え

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

と
こ
ろ
で 、
筑
前
に
は
〈
里
芋〉
類
を
表
す
ト
l
イ
モ
と
い
う
語
形
が
あ
る 。

こ
れ
は
対
馬
を
始
め 、
紀
伊
在
田
郡 、
常
陸
水
戸
領、
陸
奥
三
春
領
に
も
見
え

る 。
円、〉』
一
七
八
図
「
里
芋
2」
で
は 、
ト
l
イ
モ 、
ト
イ
モ
が
熊
本
北
部
と

岡
山、
新
潟 、
佐
渡、
福
島
に
分
布
し
て
い
る
か
ら 、
熊
本
領
山
鹿、
正
院
の

ト
l
イ
モ
も
〈
里
芋〉
類
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
る 。
だ
と
す
れ
ば、
九
州
北

部
と
山
口
な
ど
に
分
布
す
る
〈
甘
藷〉
の
卜
l
イ
モ
も、
作
物
の
普
及
と
と
も

に
自
然
に
広
ま
っ
た
の
で
は
な
く 、
一
度
は
〈
里
芋〉
類
と
衝
突
し 、
そ
れ
を

圧
倒
し
て
定
着
し
た
名
称
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

同
じ
く
渡
来
作
物
の
〈
黍〉
〈
萄
黍〉
〈
玉
萄
黍〉
は 、
語
形
が
互
い
に
交
錯

し
て
複
雑
な
分
布
を
示
す
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る 。
〈
甘
藷〉
と
〈
里
芋〉
も、

そ
れ
に
似
た
関
係
で
あ
っ
た
の
で
あ
る 。
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蝦夷松前領
出羽庄内領

米沢領
常陸国水戸領
伊豆国君沢

田方
遠江国懸河領
佐渡国
越後国
信濃国

高遠領

飛騨国
三河国加茂
尾張国知多

篠嶋
春日井
犬山

伊賀国
山城国
和泉国岸和田

紀伊国

在田

播磨国

備前国備中国

越中国砺波

射水

新川
能登国

羽咋鹿嶋

珠洲鳳至

加賀国能美

石川
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表2 <南瓜〉関係記事一覧
南京瓜
南瓜 ぽう ふ ら
南瓜 アボチヤ
南瓜
かぼちゃ
かぼちゃ
ぽ うふ ら
南瓜ほうふら方言とうかんふり
牢〈南瓜〉ナムハム フ リ
*<南瓜〉テ ム フ ク リ ム
かぼちゃ
』まうぷう(77)

南瓜(ボ ウ フ リ )
かぼちゃ ほ う ふ ら
かぼちゃ
ほ う ふ ら
かぼちゃ
かぼちゃ
ほ う ふ ら
牢〈番南瓜〉アホチヤ
*<南瓜〉ホ ウ フ ラ
ほ う ふ ら

かほちゃ なんきん
かぼちゃ
南瓜(ボ ウプラ)
南瓜 アコタ ウ リ
番南瓜 ボウ フ ラ
*<南瓜〉ホウアリテウセンブリ
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南瓜(ボ ウプラ) さ つ ま ゆ

ふかほ と も
貧ほ う ぶ ら
青ぽう ぶ ら
赤ぼう ぶら
ちゃうせんぼうぶらく番南瓜〉
ぼう ぶ らく南瓜〉
ちゃうせんほうふらく番南瓜〉
赤ほ う ひ らく紅南瓜〉

青ほ う ふ らく南瓜〉
赤ほ う ふ らく紅南瓜〉
赤ほ う ふ らく紅南瓜〉
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南瓜(ホ ウ フ ラ)

其種 南京ホ ウ フ ラ
ほ う ふ ら

其種 南京ぽ うふ ら
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南京ぽうぷら
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長ぽうぷら青赤二種

ぼう ぶ ら
ぼうぷら
南瓜
ぽ うぶ ら
ぼう ぶ ら
南瓜

南瓜
南瓜
南瓜 ー名ぽう ぶ ら
南瓜
南瓜
なんばん ぽ うぷら共
ぽう ぶ ら
南瓜
*く番南瓜〉カ ラ ト ウ ク ハ



四
、

産

物

帳
に

お

け

る

〈

南

瓜
〉

産
物
帳
の
〈
南
瓜〉
関
係
記
事
を一
覧
し
た
の
が
表
2
で
あ
る 。
記
載
す
る

国
が
多
い
こ
と
か
ら、
〈
甘
藷〉
よ
り
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る 。

こ
こ
で
最
も
興
味
深
い
の
は
カ
ボ
チ
ャ
で 、
地
域
的
な
偏
り
が
認
め
ら
れ
る

こ
と 、
及
び
ポ
l
プ
ラ
と
の
併
記
の
事
実
で
あ
る 。
出
羽
米
沢
領
の
「
あ
ぼ
ち

ゃ」
を
含
め 、
カ
ボ
チ
ャ
は
出
羽
か
ら
近
畿
ま
で
の
間
で
見
え
て
い
る
が、
北

陸
か
ら
中
園、
九
州
の
各
地
に
は 、
出
雲
を
除
い
て 、
ま
っ
た
く
記
載
が
な
い 。

ま
た 、
カ
ボ
チ
ャ
を
載
せ
る
信
濃
高
速
領、
三
河
加
茂
郡 、
尾
張
知
多
郡 、
和

泉
岸
和
田
領、
紀
伊、
出
雲
で
は 、
カ
ボ
チ
ャ
と
並
ん
で
ボ
l
プ
ラ
が
記
さ
れ

て
い
る 。

周
知
の
よ
う
に 、
〈
南
瓜〉
に
は
か
つ
て
少
な
く
と
も
二
品
種
が
区
別
さ
れ
て

い
た 。
「
大
和
本
草」
は
ボ
l
プ
ラ
と
ナ
ン
キ
ン
ボ
!
プ
ラ
を
別
種
と
し『
和
漢

三
才
図
会」
も
〈
南
瓜〉
ポ
l
プ
ラ
と
〈
南
京
瓜〉
ナ
ン
キ
ン
に
分
け
て 、
後

者
に
カ
ボ
チ
ャ・
卜
l
ナ
ス
と
い
う
俗
称
を
添
え
て
い
る 。
「
物
類
称
呼」
は
区

別
し
な
い
が、
『
本
草
綱
目
啓
蒙」
も
〈
南
瓜〉
〈
番
南
瓜〉
に
分
け 、
そ
れ
ぞ

主
防

れ
ボ
l
プ
ラ
(
ポ
l
プ
ナ・
ポ
プ
ラ
な
ど
て
卜
l
ナ
ス
ビ
(
カ
ボ
チ
ャ 、
ナ
ン
キ
ン

ボ
l
フ
ラ
な
ど)
と
し
て
い
る 。
要
す
る
に 、
円
形
で
や
や
扇
平 、
ひ
だ
の
あ
る

品
種(
菊
座
南
瓜)
が
ボ
i
プ
ラ
で 、
瓢
箪
形
な
い
し
査
形
の
品
種
が
ナ
ン
キ
ン

(
ポ
|
プ
ラ)・
カ
ボ
チ
ャ
で
あ
る 。
例
え
ば、
周
防
の
絵
図
註
書
帳
に
は 、
絵
図

は
な
い
も
の
の
左
の
註
書
が
あ
る 。

南
瓜
ノ
種

朝
鮮

南
京

色
淡
紅
ニ
シ
テ
円
キ
ヲ
朝
鮮
ト
呼 、
色
蒼
ク
形
瓢
簡単
ノ
如
ヲ
南
京
ト
呼

フ

「
朝
鮮」
の
形
状
が
よ
く
分
か
ら
な
い
が、
「
南
京」
は
右
の
諸
書
と一
致
し

て
い
る 。

こ
の
知
識
を
前
提
に 、
あ
ら
た
め
て
表
2
を
見
る
と、
北
陸
と
西
日
本
の
各

地
で
は 、
カ
ボ
チ
ャ
の
代
わ
り
の
よ
う
に 、
ナ
ン
キ
ン
ボ
l
プ
ラ・
チ
ョ
l
セ

ン
ボ
l
プ
ラ
な
ど
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く 。
こ
の
ナ
ン
キ
ン・
チ
ョ
l
セ
ン
類

を
カ
ボ
チ
ャ
と
置
き
換
え
れ
ば、
出
雲
や
近
畿
以
東
の
区
別
と
同
じ
に
な
の
で

注
7

は
な
い
か 。
和
泉
岸
和
田
領
を
例
外
と
し
て 、
ナ
ン
キ
ン・
チ
ョ
l
セ
ン
類
と

カ
ボ
チ
ャ
は
共
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る 。
こ
の
想
定
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば、

カ
ボ
チ
ャ
と
ナ
ン
キ
ン・
チ
ョ
l
セ
ン
類
は
相
補
的
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
に

な
る 。
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東
日
本
で
は 、
秋
田
を
別
に
し
て 、
「
ナ
ン
キ
ン
類
や
ポ
プ
ラ
類
の
侵
入
を
受

け
る
こ
と
が
な
く 、
初
め
か
ら
カ
ボ
チ
ャ
類
の
語
形
を
採
用
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か」
(「
解
説」)
と
い
う
推
定
は 、
既
に
小
林
隆
氏
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
て

い
る 。
甲
斐 、
飛
騨、
加
賀、
三
河
で
成
立
し
た
農
書
に 、
ボ
l
フ
ラ(
ポ
l
プ

注
目出

ラ)
の
存
在
が
指
摘
で
き
る
か
ら
で
あ
る 。
産
物
帳
は
そ
の
分
布
を
さ
ら
に
東
北

地
方
に
広
げ
る
だ
け
で
な
く 、
カ
ボ
チ
ャ
と
共
存
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る 。
ボ
l
プ
ラ
と
カ
ボ
チ
ャ
の
聞
に
職
能
分
担(
品
種
の
違
い
の
表
示)
が
存
在

し 、
対
立
し
た
り 、
競
合
す
る
関
係
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る 。
ナ
ン
キ
ン・

チ
ョ
l
セ
ン
類
が
東
日
本
に
分
布
し
な
い
の
は 、
同
種
を
表
す
カ
ボ
チ
ャ
が
先

に
定
着
し
て
い
た
た
め
と
推
測
す
る 。

四
l

二

〈

南

瓜
〉

一

覧
と

「

日

本

言

語

地

図
」

産
物
帳
に
品
種
に
よ
る
使
い
分
け
が
あ
っ
た
と
す
る
と、
総
称
を
も
と
め
た

戸〉』
一
八
O
図「
南
瓜」
と
比
較
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

こ
こ
で
は 、
語
形
の
存
否
に
限
っ
て
較
べ
る
こ
と
に
す
る 。

産
物
帳
が
ほ
ぽ
全
国
で
ボ
l
プ
ラ
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
は 、
前
述
の
通
り



方言語業資料としての諸国産物帳

で
あ
る 。
現
代
で
は
孤
立
的
な
石
川、
富
山
も、
加
越
能
三
国
に
見
る
よ
う
に 、

産
物
帳
当
時
か
ら
の
も
の
で 、
越
前
福
井
領
を
介
し
て
近
畿
に
連
続
し
て
い
る 。

な
お 、
越
中
新
川
郡
の「
赤
ほ
う
ひ
ら」
は 、
始
め
誤
記
か
と
疑
っ
た
が、
円、
〉』

が
能
登
の
北
端
に
示
す
ボ
l
ビ
ラ
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る 。

円、
〉』
に
お
け
る
秋
田
の
ポ
l
プ
ラ
類
は 、
飛
火
的
分
布
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る 。
当
地
の
産
物
帳
は
未
発
見
で
あ
る
が、
出
羽
庄
内
領
に
「
ぽ
う
ふ
ら」
が

載
り 、
同
米
沢
領
の
「
南
瓜」
も
ア
ポ
チ
ャ
と
の
併
記
で
ボ
|
ブ
ラ
類
の
可
能

性
が
あ
る
か
ら、
か
つ
て
は
連
続
し
た
分
布
の一
部
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る 。大

阪
を
中
心
に
分
布
す
る
ナ
ン
キ
ン
は 、
和
泉
岸
和
田
領
に
見
え
て
い
る 。

「
地
図
解
説
4」
は
『
上
方
語
源
辞
典」
の
「
南
京
瓜
の
下
略」
と
い
う
説
を
引

き 、
『
物
類
称
呼」
の
「
大
坂
に
て
O
な
ん
き
ん
う
り」
を
挙
げ
て
い
る 。
播
磨

に
チ
ョ
l
セ
ン
ウ
リ
が
あ
る
よ
う
に 、
ナ
ン
キ
ン
ウ
リ
も
あ
り
え
な
い
語
形
で

は
な
い
が、
他
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い 。
た
だ 、
福
井
や
四
国、
広
島 、
山
口

な
ど
に
分
布
す
る
ナ
ン
キ
ン
の
場
合
は 、
越
前
福
井
領、
周
防、
長
門
に
あ
る

よ
う
に 、
ボ
l
プ
ラ
の一
種
ナ
ン
キ
ン
ボ
i
プ
ラ
か
ら
の
派
生
と
見
る
の
が
穏

当
で
あ
ろ
う。

香
川
と
愛
媛
南
部
に
分
布
す
る
チ
ョ
l
セ
ン
は 、
讃
岐
の
チ
ョ
l
セ
ン
ユ
i

ガ
オ
の
変
化
形
と
思
わ
れ
る 。
あ
る
い
は
愛
媛
の
場
合 、
周
防
の
チ
ョ
i
セ
ン

ボ
l
プ
ラ
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い 。

岡
山
に
分
布
す
る
サ
ツ
マ
と
ユ
ー
ゴ
l
は 、
『
物
類
呼
称』
が
記
す「
備
前
に

て
0
さ
つ
ま
ゆ
ふ
が
ほ」
か
ら
派
生
し
た
と
い
わ
れ
る 。
備
前
備
中
(
岡
山
領)

と
播
磨
に
あ
る
か
ら、
か
つ
て
は
や
や
広
く
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る 。
ユ
ー

ガ
オ
類
は
九
州
に
も
分
布
す
る
が、
筑
前
の「
日
向
タ
が
ほ」
の
よ
う
に 、
〈
南

瓜〉
を
在
来
の
〈
夕
顔〉
に
な
ぞ
ら
え
る
傾
向
が
あ
っ
た 。

熊
本
と
宮
崎
の
ナ
ン
パ
ン
は 、

胸後
熊
本
領、
同
米
良
山
領
に
は
見
え
な
い

が、
基
礎
資
料
の
河
尻
町
の
報
告
書
に
載っ
て
い
る 。
日
向
諸
県
の
「
南
瓜」

は
読
み
が
分
か
ら
な
い 。

関
東
を
中
心
に 、
岡
山
と
青
森
に
も
分
布
す
る
卜
l
ナ
ス
類
は 、『
武
江
年
表」

に
い
う
明
和
八
年(一
七
七
二
に
初
め
て
江
戸
で
作
り
出
さ
れ
た
新
品
種
「
唐

茄
子」
が
伝
播
し
た
も
の
と
す
る
と、
産
物
帳
よ
り
遅
れ 、
備
前
備
中
に
は
当

然
見
え
な
い 。
丹
波
の
ト
l
ナ
ス
ビ
は 、
『
和
漢
三
才
図
会」
が
記
す
ナ
ン
キ
ン

の
俗
称
ト
l
ナ
ス
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で 、
奈
良、
兵
庫 、
淡
路
島
に
分
布
す

る
ト
l
ナ
ス
ビ
は 、
そ
の
残
存
で
あ
ろ
う
か。

西
日
本
で
カ
ボ
チ
ャ
を
も
っ
ぱ
ら
用
い
る
島
根
出
雲
地
方
と
鹿
児
島 、
宮
崎

南
部
に
つ
い
て 、
昔
は
〈
南
瓜〉
を
栽
培
し
な
か
っ
た
た
め
か
と
す
る
説
も
あ

注
初る

が、
疑
問
で
あ
る 。
前
述
の
よ
う
に 、
出
雲
は
中
国
以
西
で
は
例
外
的
に
カ

ボ
チ
ャ
を-
記
録
し 、
「
南
瓜」
も
あ
る(
隠
岐
に
は
見
え
な
い) 。
日
向
諸
県
に「
南

瓜」 、
薩
摩
に
八
番
南
瓜〉
「
カ
ラ
ト
ウ
ク
ハ」
が
あ
る
か
ら、
栽
培
の
有
無
と

は
無
関
係
と
思
わ
れ
る 。
な
お 、
渡
来
作
物
に
は
カ
ラ
を
冠
す
る
語
形
が
多
い

が、
〈
南
瓜〉
に
は
稀
で
あ
る 。
薩
摩
の
カ
ラ
ト
l
グ
ヮ
は
珍
し
い
例
で 、
円、〉』

で
鹿
児
島
東
北
部
に
あ
る
カ
ラ
イ
ゴ
(
唐
夕
顔)
と
似
て
い
る 。
〈
甘
藷〉
カ
ラ

イ
モ
と
共
通
す
る
命
名
動
機
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か。

最
後
に 、
カ
ボ
チ
ャ
の
変
化
形
と
思
わ
れ
る
ア
ボ
チ
ャ
が、
円、
〉』
で
は
島
根

中
央
部
に 、
ポ
l
フ
ラ
と
の
併
用
で一
地
点
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
お
く 。
こ
の

語
形
が
出
羽
米
沢
領
や
伊
賀
の
産
物
帳
に
見
え
る
の
は 、
偶
然
の一
致
と
し
て

興
味
深
い 。

五
、

総

称
の

成

立

ま

で

前
に
は
触
れ
な
か
っ
た
が、
品
種
ご
と
の
名
称
の
使
い
分
け
は 、
〈
南
瓜〉
だ
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け
で
な
く
〈
甘
藷〉
に
も
見
ら
れ
る 。

筑
前
の
産
物
帳
は
「
唐
い
も」
の
異
名
「
り
う
き
う
い
も」
と
は
別
に
「
り

う
き
う
い
も」
を
掲
げ 、
「
唐
い
も
に
あ
ら
す 、
別
に一
種
あ
り」
と
注
記
し
て

い
る 。
対
馬
が
『
大
和
本
草』
に
な
ら
っ
て
〈
蕃
薯〉
と
〈
甘
藷〉
を
区
別
し

て
い
る
こ
と
は
前
に
記
し
た 。

越
中
と
加
賀
で
は 、
名
称
の
違
い
に
応
じ
て
品
種
の
説
明
が
異
な
っ
て
い
る 。

越
中
砺
波
で
は
「
り
う
き
う
い
も」
を
「
葉
色
青
赤
ク 、
芋
長
ク 、
色
黄
白
色

ク」
と
い
い 、
「
あ
か
い
も」
を
「
葉
色
青
白
ク 、
芋
長
ク 、
色
赤
ク」
と
説
明

し
て
い
る 。
前
者
が
〈
甘
藷〉 、
後
者
が
〈
甘
藷
ノ一
〉
と
い
う
か
ら、
〈
甘
藷〉

の
外
皮
が
赤
い
品
種
を
特
に
区
別
し
た
命
名
の
よ
う
で
あ
る 。
加
賀
能
美
の「
琉

球
芋
〈
甘
藷〉」
と
「
赤
い
も
〈
紫
藷〉」
の
相
違
は
明
瞭
で
な
い 。
「
赤
い
も」

は
「
色
紫」
と
あ
る
か
ら、
や
は
り
芋
色
で
分
け
た
よ
う
で
あ
る 。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は 、
戸
〉』
一
七
六
図
の
「
解
説」
に
紹
介
さ
れ
て
い

る 、
隠
岐
島
の「
薄
赤
の
芋
が
サ
ツ
マ
イ
モ 、
白
い
芋
が
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
イ
モ」

と
い
う
報
告
で
あ
る 。
前
に 、
〈
甘
藷〉
を
ア
カ
イ
モ
と
呼
ぶ
こ
と
は
自
然
に
思

わ
れ
る
と
い
っ
た
が、
実
際
に
は 、
〈
甘
藷〉
は
赤
紫
色
と
限
ら
ず 、
白
黄
色
の

品
種
が
今
日
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
る 。
隠
岐
島
の
使
い
分
け
が
ど
こ
ま
で
遡
る

か
は
と
も
か
く 、
筑
前
や
対
馬
で
リ
ュ
l
キ
ュ
l
イ
モ
・
コ
l
コ
l
イ
モ
に
対

立
す
る
ア
カ
イ
モ
が
あ
る
か
ら、
芋
色
に
よ
る
区
別
が一
部
で
行
わ
れ
て
い
た 。

こ
れ
に
対
し
て 、
最
初
か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
を
総
称
と
し
て
普
及
し
た
関
東
周
辺

で
は 、
伊
豆
賀
茂
郡
の
「
薩
摩
芋」
に
「
赤
白
御
座
候」
と
あ
る
よ
う
に 、
そ

れ
が
名
称
に
反
映
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た 。

も
っ
と
も、
近
畿
各
地
を
始
め 、
長
門 、
周
防、
肥
後
熊
本
領
や
日
向
な
ど

で
も、
〈
甘
藷〉
の
品
種
に
よ
る
区
別
は
明
瞭
で
は
な
い 。
〈
南
瓜〉
ほ
ど
に
は

相
違
が
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る 。

〈
南
瓜〉
の
普
及
が
早
か
っ
た
は
ず
の
筑
前
を
除
く
九
州
各
地
が、
か
え
っ

て
品
種
の
区
別
を
記
載
し
な
い
の
は 、
こ
れ
に
似
た
事
情
に
よ
る
と
思
わ
れ
る 。

あ
り
ふ
れ
た
作
物
と
な
っ
て
い
た
た
め
に 、
ボ
1
プ
ラ
類
と
ナ
ン
キ
ン・
カ
ボ

チ
ャ
類
と
を
分
け
る
意
識
が
薄
れ 、
い
わ
ゆ
る
総
称
を
載
せ
た
も
の
と
見
る
べ

き
で
あ
ろ
う。
肥
後
の
「
南
瓜、
な
ん
ば
ん」
に
対
す
る
「
ぽ
う
ぶ
ら」
は 、

少
な
く
と
も
編
集
者
の
意
識
で
は 、
別
品
種
で
は
な
く
異
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た O

F〉』
一
八
O
図
の
「
解
説」
に 、
熊
本
の一
地
点
で
ポ
l
プ
ラ
と
カ
ボ
チ
ャ
を

区
別
す
る
報
告
を
記
し
て
い
る
が、
例
外
的
で
あ
る 。

「
二
つ
の
語
形
を
使
い
分
け
て
い
た
地
域
で
も、
や
が
て一
方
の
語
形
が
勝

利
を
占
め
て
総
称
と
し
て
の
地
位
を
得
る」
(『
日
本
の
方
言
地
図』
日
p)
た
め
に

は 、
名
称
と
品
種
と
の
対
応
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る 。
〈
南
瓜〉

が
目
慣
れ
た
も
の
に
な
れ
ば、
品
種
ご
と
に
呼
び
分
け
る
の
は 、
煩
わ
し
く
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る 。
小
野
蘭
山
は 、
京
都
で
は
ボ
l
プ
ラ
を
誤
っ
て
カ
ボ

チ
ャ
と
呼
ん
で
い
る
と
『
本
草
網
目
啓
蒙』
に
述
べ
て
い
る 。
「
誤っ
て」
と
い

う
の
は 、
蘭
山
の
学
問
的
観
点
か
ら
の
認
定
で 、
人
々
に
は
別
の
立
場
が
あ
っ

た
の
で
あ
る 。
そ
の
結
果 、
京
都
で
は
〈
南
瓜〉
を
表
す
総
称
と
し
て 、
カ
ボ

チ
ャ
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る 。
京
都
で
ボ
l
プ
ラ
が
用
い
ら
れ
な
く
な
る

理
由
は
明
か
で
な
い
が、
小
林
隆
氏
に
よ
る
と、
江
戸
で
は
清
音
形
ボ
l
フ
ラ
注
引

が
虫
類
〈
手
矛〉
の
名
称
と
衝
突
し 、
そ
れ
を
回
避
し
た
結
果
と
い
わ
れ
る 。
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六
、

総

称
と

個

別

称

総
称
に
対
し
て
特
定
の
品
種
を
表
す
名
称
を「
個
別
称」
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば、

両
者
の
関
係
は
思
い
の
ほ
か
複
雑
で
あ
る 。

東
日
本
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は 、
た
ま
た
ま
総
称
の
地
位
を
得
た
も
の
で 、
青
木

昆
陽
が
採
用
し
な
け
れ
ば
流
布
し
な
か
っ
た
名
称
で
あ
る 。
語
形
は
同
じ
で
も、



方言語集資料としての諸国産物帳

近
畿
に
お
け
る
サ
ツ
マ
イ
モ
は 、
リ
ュ
l
キュ
l
イ
モ
な
ど
と
の
競
合
を
経
た

と
い
う
意
味
で 、
全
然
異
な
っ
た
過
程
を
辿
っ
て
い
る 。
産
物
帳
の
時
代 、
東

日
本
で
は
〈
南
瓜〉
の
総
称
は
ま
だ
な
か
っ
た 。
カ
ボ
チ
ャ
が
そ
の
地
位
を
占

め
る
の
は
後
の
こ
と
で 、
し
か
も
関
東
で
は
十
分
に
定
着
し
な
い
う
ち
に 、
元

来
は一
品
種
の
名
称
に
す
ぎ
な
か
っ
た
ト
i
ナ
ス
に 、
そ
の
地
位
を
脅
か
さ
れ

る
こ
と
に
な
る 。

個
別
称
相
互
の
関
係
と 、
そ
れ
が
総
称
へ
転
化
す
る
過
程
の
解
明
は 、
今
後

の
課
題
で
あ
る 。
そ
の
た
め
に
は 、
ま
ず
個
別
称
が
ど
の
よ
う
な
品
種
と
対
応

し
て
い
た
か
を
正
確
に
知
り 、
同
時
に
そ
の
使
用
地
域
を
明
か
に
し
て
お
く
必

要
が
あ
る 。

総
称
と
個
別
称
の
交
錯
は 、
渡
来
作
物
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い 。
円、〉』
二

二
六
図
「
蛇」
と
二
二
八
図
「
媛」
を
較
べ
て
み
る
と 、
多
く
の
語
形
が
相
互

に
入
り
交
じ
っ
て
い
る 。
総
称
は
へ
ピ 、
マ
ム
シ
は
そ
の一
種
で
有
毒
の
も
の

と
い
っ
た
認
識
で
は 、
説
明
で
き
な
い
部
分
が
多
い
の
で
あ
る 。
こ
れ
に
関
し

て 、
「
解
説」
は

類
似
す
る
形
式
聞
の
言
語
地
理
学
は
か
な
り
む
ず
か
し
く 、
ま
た 、
意
味

の
変
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ 、
現
在
深
く
立
ち
い
る
こ
と
は 、
ま
こ
と

に
困
難
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い 。

と 、
率
直
に
認
め
て
い
る 。

参
考
ま
で
に 、
産
物
帳
に
お
け
る
蛇
類
を
調べ
る
と 、
各
種
の
個
別
称
を
列

挙
す
る
も
の
と 、
蛇
類
を
ま
ず
マ
ム
シ
と
へ
ビ
に
二
大
別
す
る
も
の
が
あ
る 。

例
え
ば、
周
防
岩
国
は
後
者
に
よ
る
が、
周
防
国
の
産
物
帳
は
そ
れ
を
変
更
し

て
前
者
の
形
式
を
と
り 、
同
じ
藩
内
で
分
類
方
法
が
異
な
っ
て
い
る 。
周
防
の

虫
類
〈
蛸
始〉
に
同
様
の
相
違
が
あ
る
こ
と
は 、
具
体
例
と
と
も
に
示
し
た
こ

注
幻

と
が
あ
る 。
列
挙
す
る
形
式
に
し
て
も、
肥
後
熊
本
領
の
よ
う
に 、
「
媛〈
マ
ム

シ〉 、
く
ち
な
わ 、
烏
蛇
〈
カ
ラ
ス
ヘ
ビ〉
:::」
と
並
ん
で
い
る
場
合 、
「
く

ち
な
わ」
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
が
難
し
い 。

産
物
帳
の
中
に
は 、
当
時
の一
般
的
な
人
々
の
分
類
意
識 、
す
な
わ
ち
総
称

と
個
別
称
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と 、
筆

者
は
期
待
し
て
い
る 。

七、

終

諸
国
産
物
帳
を
紹
介
し 、
そ
の
記
事
に
見
ら
れ
る
〈
甘
藷〉
と
〈
南
瓜〉
の

分
布
を 、
『
日
本
言
語
地
図』
と
較
べ
て
述
べ
て
き
た 。
産
物
帳
が
近
世
中
期
の

方
言
語
集
資
料
と
し
て 、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
文
献
と
違っ
た
特
長
の
あ
る
こ

と
は
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
う。
一
地
域
の
文
献
的
例
証
と
な
る
だ
け
で
な

く 、
各
地
の
産
物
帳
を一
覧
す
る
と
き
真
価
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る 。
そ
れ

が
産
物
調
査
を
主
導
し
た
丹
羽
正
伯
の
目
的
で
も
あ
っ
た 。

一
国
の
産
物
帳
は 、
お
よ
そ一
千
種
前
後
の
動
植
物
名
を
記
載
し 、
そ
の
中

に
は
文
献
に
稀
な
も
の
も
多
い 。
そ
れ
だ
り
に 、
記
載
さ
れ
た
産
物
名
が
ど
の

種
に
該
当
す
る
か
と
い
う
考
証
に 、
多
く
の
時
間
を
要
す
る 。
本
稿
の〈
甘
藷〉

〈
南
瓜〉
に
は 、
そ
う
し
た
問
題
は
少
な
か
っ
た
が、
ア
カ
イ
モ・
ト
l
イ
モ
を

説
明
す
る
た
め
に
は 、
〈
里
芋〉
類
を
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た 。
逆
に

い
え
ば、
必
要
が
生
じ
た
と
き
に 、
比
較
的
容
易
に
関
連
記
事
が
得
ら
れ
る
の

は 、
五開
業
資
料
と
し
て
優
れ
た
点
で
あ
る 。

最
後
に 、
産
物
帳
は
後
世
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
通
説
で

あ
る 。
し
か
し 、
現
存
す
る
写
本
の
旧
蔵
者
に
は 、
山
本
亡
羊(
世
孫)
や
木
村

兼
諮問
堂(
孔
恭)
と
い
っ
た
本
草
学
に
関
わ
る
人
物
が
い
る 。
ま
た 、
小
野
蘭
山

が
数
種
の
産
物
帳
か
ら
記
事
を
引
用
し
て
い
た
実
例
が
あ
る 。
別
の
機
会
に
検

討
し
た
い 。
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(
付
記)
本
稿
の
概
要
は
平
成
三
年
度
国
語
学
会
中
四
国
支
部
大
会
(
が
鳥
取
大
学)

で
発
表
し、
多
く

の
方
々
か
ら
御
教
示
を
賜
っ
た 。
ま
た 、
編
集
委
員
会
の

指
摘
を
受
け
て一
部
稿
を
改
め
た 。
併
せ
て
謝
意
を
表
す
る 。

注
1

上
野
益
三
『
明
治
前
日
本
生
物
学
史

第一
巻

新
訂
版」
(
臨
川
書
庖
他 、

一
九
八
O)
第
七
章
三
節
「
諸
国
物
産
の
調
査
(
動
物
目
録
お
よ
び
絵
図
の
作

製
ご

注
2

「
有
徳
院
殿
御
実
記』
享
保
十
九
年
三
月
二
十一
日
条

注
3

岡
山
藩 、
福
岡
落 、
対
馬
落 、
熊
本
藩
な
ど
に
残
っ

て
い
る 。

注
4

周
防 、
長
門
を
領
し
た
萩
藩
の
経
緯
は 、
日
野
巌
『
防
長
本
草
学
及
生
物
学

史」
(
マ
ツ
ノ
書
応 、
昭
五
十
七)
で
明
ら
か
に
さ
れ
た 。
筆
者
も「
萩
藩
に
お

け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程」
(
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
文
学
科
編 、
日山t
I 、

平
三)
で
検
討
し
た 。
鹿
児
島
藩
に
つ
い
て
は 、
上
野
益
三
「
薩
摩
縛
物
学
史』

(
島
津
出
版 、
昭
五
十
七)
が
史
料
を
引
い
て
詳
述
し
て
い
る 。

注
5

尾
張
徳
川
家
が
領
し
た
尾
張 、
美
濃
に
は 、
国
別
の
産
物
帳
は
作
ら
れ
な
か

っ
た
よ
う
で 、
郡
別
の
も

の
が
残
っ

て
い
る 。
一
般
に
は 、
郡
や
宰
判(
萩
落) 、

手
永
(
熊
本
藩)
な
ど 、
行
政
単
位
ご
と
に
調
査
が
命
じ
ら
れ
た 。
こ
れ
ら
の

地
方
文
書
に
は 、
未
発
見
の
も

の
も
数
多
く
あ
る
と
予
想
さ
れ
る 。

注
6

「
筑
前
国
産
物
並
絵
図
取
調
等
覚
書

全」
(
西
日
本
新
聞
社『
筑
前
国
産
物

絵
図
帳』
昭
五
十 、
所
収
附
録)
に
よ
る 。

注
7

『
筑
前
国
産
物
帳』 、
同『
産
物
絵
図
帳』
(
西
日
本
新
聞
社 、
昭
五
十) 。
「
備

前
国
備
中
国
之
内
領
内
産
物
帳』 、
同
『
産
物
絵
図
帳』
(
岡
山
県
郷
土
文
化
財

団 、
昭
六
十
三) 。

注
8

白
井
光
太
郎
『
改
訂
増
補
日
本
惇
物
学
年
表」
(
大
岡
山
書
応 、
昭
九)
と、

上
野
益
三
氏
の
注
1

の
著
書 、
及
ぴ
同『
日
本
博
物
学
史』
(
平
凡
社 、
昭
四
十

八)
に
は 、
現
在
所
在
不
明
の
各
国
の
産
物
帳
も
記
さ
れ
て
い
る 。

注
9

拙
稿
「『
隠
岐
国
産
物
帳』
の
諸
本
に
つ
い
て」
(
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要

文
学
科
編 、
日『
I 、

昭
六
十
三)

注
目

『
集
成」
附
載
の
伝
本一
覧
に
よ
る
と、
『
阿
波
国
産
物
絵
形
帳」
(
赤
沢
時

之
氏
蔵)
が
残
っ

て
い
る
ら
し
い
が 、
「
集
成」
に
は
未
収
で
あ
る 。

注
目

「
享
保
時
代
の
「
産
物
帳」
を
求
め
て」
(『
科
学
朝
日』
一
九
八
O
年
九
月

口寄) 、
『
江
戸
諸
国
産
物
帳

||
丹
羽
正
伯
の
人
と
仕

事1|』
(
品
文
社 、
一
九

八
七)

注
ロ

加
藤
正
信
「
国
語
史
と
言
語
地
理
学
|i「

嫡
鈴」
を
例と
し
て
||」

(「
文
学・

語
学」
町田 、
昭
四
十
八)
に
学
ん
だ
点
が
多
い 。

注
日

主
と
し
て
正
伯
の
担
当
部
分
に 、
近
世
音
に
よ
る
真
仮
名
で
記
さ
れ
て
い
る 。

山
械
を
中
心
に
全
国
に
わ
た
り 、
地
名
を
付
す
語
形
だ
け
で
も
約
三
千
あ
る 。

産
物
帳
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
は 、
有
力
な
資
料
と
な
る 。
ス
ミ
レ
辺

語、
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
刊誌問 、
カ
タ
ツ
ム
リ
は
幻
語
が
示
さ
れ
て
い
る 。

注
M

「
唐
い
も・
唐
芋」
は
卜
l

イ
モ
と
し
て
扱
い 、
カ
ラ
イ
モ
と
は
し
な
い 。

注
目

佐
藤
亮一
「
物
の
伝
来
と
名
称
の
伝
播」
(『
言
語
生
活』
仰)
は 、
新
来
の

物
の
命
名
に 、
在
来
の
類
似
物
の
名
称
が
援
用
さ
れ
る
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る 。

注
目

小
林
隆
氏
は
「
語
誌
||か

ぼ
ちゃ
(
南瓜)」
(『
講
座
日
本
語
の
語
集」
9)

に
お
い
て、「
十
八
世
紀
半
ば
に
は
上
方
で
ポ
l

プ
ラ
か
ら
ボ
l

フ
ラ
へ
の
変
化

が
生
じ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
よ
と
さ
れ
る 。
本
稿
で
は 、
細
か
な
語
形
の

問
題
は
論
じ
な
い
か
ら 、
今
は
ボ
l

プ
ラ
と
し
て
扱
う 。

注
口

和
泉
岸
和
田
領
の
記
載
の
仕
方
は 、
一
行
の
中
に
「
ほ
う
ふ
ら」
を
見
出
し

に
立
て、
下
に
や
や
右
に
寄
せ
て「
か
ぼ
ち
ゃ

な
ん
き
ん」
を
記
し
て
い
る 。

ボ
l

プ
ラ
の一
種
と
し
て
カ
ボ
チ
ャ

と
ナ
ン
キ
ン
を
見
て
い
た
よ
う
で 、
周
防

の
註
書
に
似
て
い
る 。
し
か
し、
カ
ボ
チ
ャ

が
周
防
の
チ
ョ
i

セ
ン
と
同
じ
な

ら
と
も
か
く 、
こ
の
併
記
の
理
由
は
よ
く
分
か
ら
な
い 。

注
凶

注
目山
の
論
文
参
照 。

注
凶

「
集
成』
未
収
の
文
書
の一
つ
で 、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
永
育
文
庫
蔵
本

で
あ
る 。
表
紙
に
「
享
保
二
十
年
卯
月
八
月

河
尻
町
江
持
出
従
前
之
商
売
仕

候
産
物
品
々
之
差
出」
と
記
さ
れ
た 、
墨
付
き
十
四
丁
の
冊
子
で
あ
る 。
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注
初

広
戸
惇
「
中
園
地
方
五
県
語
地
図』
(
風
間
書官
房 、

昭
四
十)

の
「
解
説」

に

出
さ
れ
た
説
で 、
「
日
本
言
語
地
図
解
説
4

」
が
引
用
し
て
い
る 。

注
目
論
文
は 、

「
臆
測
で
は
あ
る
が
」
と
断
っ

て、

鹿
児
島
や
沖
縄
に
も
同
様
の
事
情
が
あ
っ
た

の
で
は
と
す
る 。

注
幻

小
林
隆
氏
は 、

注
目
の
論
文
に
お
い
て、
「
物
類
称
呼』
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
江

戸
で 、

虫
類
ボ
l

フ
ラ
と
の
同
音
衝
突
が
生
じ
た
た
め
に 、

カ
ボ
チ
ャ

へ
の
交

替
が
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る 。

注
辺

拙
稿
「
『
周
防
産
物
名
寄』

の
方
言
語
集

十
八
世
紀
の
周
防
方
言
と
『
中
国

五
県き一口
語
地
図』
」

島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
文
学
科
編 、

M

I 、

平
二
)

参

昭山。

||
島
根
大
学
助
教
授

||

(
平
成
四
年
八
月
一

日

受
理)

(
平
成
四
年
九
月
二
十
五
日

改
稿
受
理)

方言語集資料としての諸国産物帳
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